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行
田
市
産
業
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

い
き
い
き
財
団
に
、
改
善
し
て
も

ら
っ
て
は
ど
う
か
。

う
ど
ん
店
に
つ
い
て
は
、
地

元
住
民
参
加
に
よ
り
、
太
田
う
ど

ん
協
力
会
会
員
が
厨
房
及
び
接
客

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
従
事
し
て
お
り
、

通
常
期
は
午
前
11
時
か
ら
営
業
し

て
い
る
が
、
蓮
の
開
花
時
期
は
午

前
９
時
か
ら
営
業
し
、
来
園
者
が

多
く
訪
れ
る
時
間
帯
に
合
わ
せ
た

営
業
を
行
っ
て
い
る
。

過
去
に
は
、
営
業
時
間
の
変
更

等
を
行
っ
た
が
、
費
用
対
効
果
の

面
か
ら
、
現
在
の
営
業
時
間
と
な

っ
て
い
る
。

古
代
蓮
の
里
の
駐
車
料
金
の

徴
収
に
関
し
、
係
員
の
対
応
な
ど

で
、
来
園
者
の
皆
さ
ん
に
不
快
感

を
与
え
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

人
材
を
配
置
す
る
の
で
は
な
く
、

「
ゲ
ー
ト
」
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

平
成
13
年
の
駐
車
料
金
徴
収

業
務
開
始
以
来
、
指
定
管
理
者
で

あ
る
い
き
い
き
財
団
が
太
田
蓮
友

会
へ
業
務
委
託
し
て
お
り
、
主
な

委
託
内
容
と
し
て
、
駐
車
料
金
徴

収
業
務
な
ど
を
行
っ
て
い
る
が
、

駐
車
場
担
当
へ
の
苦
情
に
つ
い
て

は
、
委
託
者
で
あ
る
い
き
い
き
財

団
を
通
し
て
、
改
善
す
る
よ
う
指

導
し
て
い
く
。

ゲ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
短
時
間

に
駐
車
場
利
用
者
が
集
中
す
る
こ

と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
今
実
施
し

て
い
る
人
手
に
よ
る
徴
収
方
法
が

円
滑
な
料
金
徴
収
と
い
う
観
点
か

ら
適
当
な
方
法
で
あ
る
と
考
え
、

ゲ
ー
ト
を
設
置
す
る
予
定
は
な
い
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
Ｐ
Ｒ
を

個
人
所
有
の
足
袋
蔵
等
の
改

修
を
１
棟
２
０
０
０
万
円
の
税
金

を
使
い
、
平
成
25
年
度
か
ら
27
年

度
ま
で
３
ヵ
年
計
画
で
１
億
２
０

０
０
万
円
の
税
金
を
使
う
計
画
だ

が
、
こ
の
事
業
を
進
め
る
市
長
の

真
意
は
。
ま
た
、
こ
の
足
袋
蔵
改

修
は
市
民
の
関
心
が
な
い
こ
と
に

つ
い
て
ど
う
考
え
る
の
か
。

本
市
の
歴
史
的
資
産
で
あ
る

足
袋
蔵
等
を
再
生
、
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
他
の
特
色
あ
る
施
策

と
と
も
に
、
交
流
人
口
の
増
加
を

図
り
、
さ
ら
に
は
一
歩
進
め
て
住

み
た
い
ま
ち
に
行
田
の
魅
力
を
高

め
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
創
出
と
活

性
化
へ
つ
な
げ
て
い
く
。

ま
た
、
足
袋
蔵
は
、
市
民
共
通

の
財
産
と
認
識
し
て
お
り
、
事
業

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
市
民
に
も

関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。

個
人
所
有
の
足
袋
蔵
等
の
改

修
費
用
１
棟
２
０
０
０
万
円
を
補

助
率
10
分
の
10
と
い
う
、
個
人
の

費
用
負
担
の
な
い
、
全
額
税
金
で

行
う
市
長
の
真
意
は
。
ま
た
、
個

人
資
産
に
税
金
を
使
う
こ
と
は
、

法
の
下
に
平
等
と
い
う
大
原
則
に

触
れ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

一
般
財
団
法
人
民
間
都
市
開

発
推
進
機
構
か
ら
資
金
拠
出
を
受

け
、
財
源
面
に
お
い
て
有
利
な
条

件
で
事
業
が
実
施
で
き
る
こ
と
に

よ
り
、
改
修
し
た
足
袋
蔵
を
10
年

間
、
公
益
的
か
つ
公
共
的
に
利
用

す
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

へ
の
波
及
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
経
年
劣
化
が
進
ん
で
い

る
足
袋
蔵
は
、
将
来
的
に
消
滅
し

て
し
ま
う
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、

有
効
活
用
す
る
た
め
に
は
、
ま
だ

再
生
可
能
で
あ
る
こ
の
時
期
を
過

ぎ
る
と
難
し
く
な
る
と
考
え
る
。

こ
の
事
業
は
、
国
の
会
計
検

査
の
対
象
に
な
る
と
説
明
し
て
い

る
が
、
市
長
は
民
間
の
個
人
及
び

団
体
が
、
国
の
会
計
検
査
を
受
け

る
こ
と
に
不
安
は
な
い
の
か
。
ま

た
、
万
が
一
、
返
還
命
令
が
出
た

場
合
は
、
ど
う
対
処
す
る
の
か
。

本
事
業
に
限
ら
ず
、
国
か
ら

の
補
助
を
受
け
た
場
合
は
、
会
計

検
査
の
対
象
と
な
る
の
で
、
ま
ず

は
補
助
を
行
っ
た
立
場
と
し
て
、

適
正
な
運
用
管
理
を
行
い
、
返
還

命
令
に
な
ら
な
い
よ
う
、
指
導
、

監
督
の
面
で
責
任
を
も
っ
て
助
言

等
を
行
っ
て
い
く
。

本
年
３
月
末
策
定
の
行
田
市

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、

Ｊ
Ｒ
行
田
駅
前
広
場
の
再
整
備
と

周
辺
の
都
市
基
盤
整
備
が
位
置
づ

け
ら
れ
て
お
り
、
市
及
び
地
域
の

発
展
の
た
め
、
早
急
な
対
応
が
望

ま
れ
る
が
、
意
見
集
約
や
説
明
会
、

組
織
づ
く
り
、
事
業
計
画
な
ど
事

業
の
進
め
方
や
整
備
時
期
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

関
係
各
課
で
構
成
す
る
検
討

委
員
会
を
組
織
し
、
市
民
、
事
業

者
等
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
Ｊ

Ｒ
行
田
駅
周
辺
の
整
備
方
針
に
つ

い
て
検
討
を
始
め
て
い
く
。

な
お
、
具
体
的
な
整
備
時
期
に

つ
い
て
は
未
定
で
あ
る
。

駅
周
辺
に
は
公
共
施
設
な
ど

が
充
実
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

駅
周
辺
の
再
整
備
に
あ
た
り
、
西

部
地
域
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
施
設
の

充
実
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

ま
た
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
設

置
に
伴
い
、
観
光
物
産
館
的
な
施

設
も
併
設
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

古代蓮の里 うどん店

政 治 姿 勢

ふ
る
さ
と

づ
く
り
事
業
の

市
長
の
政
治
姿
勢
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し
ん
り
ょ
く
会
）

まちづくり

Ｊ
Ｒ
行
田
駅

周
辺
の
再
整
備

梁

瀬

里

司

（
黎
明
21
）

ＪＲ行田駅前


